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　マ ウス 腎臓の
3H −glucosa皿 ine取 り込 みの

加齢変化をradioautogmphy に よ り観察した。

　 〔材料 と方 法工 ddY 系マ ウスの 胎生 19 日、

生後 1 、 3 、 8 、 14 日、 2 、 6 、 12 ヵ 月

の各 群同腹 3 匹 に 、
3H −gl　ucosami 　ne を腹腔

内注射 し、 1時 間後 に摘出 した腎臓組織を緩

衝 2 。 5 ％ グル タル アル テ ヒ ド液 と 1％四酸

化オ ス ミウム 液で 重固定、エ ポ ン包埋 、薄切、

コ ニ ヵNR −M2 乳剤 を適 用 し、露出、現像 後、

トル イジ ン 青 染色 した標 本 を画 像 解析 装 置

LUZEX 　 IIIで 観察 し、銀 粒子計数 を行 っ た。

また 同系マ ウス 、生 後 1、 7 、 14 、 31 日

の 腎臓組織 を
3H −glucosamine含有Eagle培

養液中で 2時 間培養 し、同様に固定、包埋 、

薄切後 光顕ラ ジオ オー トグラフ ィ
ーを行 う

と共に 、コ ニ カNR −H2 乳 剤適用に よ る電顕

ラジ オオー トグラフ ィ
ーを行 っ た。

　 【結 果］銀粒子は 腎臓 皮質 の腎 小体及び 尿

細管 に 認め らた 。 両者 を比 較する と 、後者 に

より多 くの銀粒子 を認めた 。近位及 び遠位尿

細管上皮の銀粒子数 を計数 した結果、出生前

後で 最多であ り、生後 加齢に伴い 減少 した。

　 ［結 論］ マ ウス 腎 臓ネ フ ロ ン各部の 、加 齢

に伴 う3H −glucosamineの取 り込 み の 変化が

明 らかにな っ た 。

　 In　situ 　IU7
“
リダ イセ 

ション用の 固定として

は、4％ A
°
ラフtルムアルデヒド （PFA） が推賞 され

て きた。 しか し、 固定効果は必ずしも安定
して いなか っ た。 これに対 して 、 グ眇一脇

デヒド　（en） を固定に用い る方法が提唱さ
れ た。 我々はこの 固定法がヒトがん組織にお

い て もメ舵ンジセ BM の 保存に優れて い る こ

とを見い だした 。 【材料 と方法】ヒト胃 ・大
腸癌 35 例で ある 。 手術摘出後直ちに 5x5x
2  に細切 し、 4％PFA＋0．5％（WO ．75M リン

酸緩衝液 ， 田7．2／lmbE　MgC12＋1醐 （為C12 液
に浸漬 し、 4 度、一晩固定し、通常通 りパ

ラフィン包埋 した 。 コントteルとしては4 ％PFA 固
定 （2−6時間）凍結切片である 。 ヒト1 型 コ｝

ゲン に対するdigoxigenin標識R舩 プロ」ブ

を用い た 。 【結果と考察】全例間質の線維

芽細胞に陽性シグナル を認めた。 これはがん

間質の線維化部分とt 致してい た 。 すなわ
ち、陽性所見が予想される場所にのみシグナ

ル が安定して 検出された 。 これは4％PFA 固
定凍結切片での約半数で の み 、 切片の表面
でシグナル が検出された とい う結果と比べ る
と明白に 向上してい た 。 組織化学で は固定
は弱い程良い とい う概念は こ こ では成立 し

な い こ と 、 また、組織化学怯 の 向上には固
定方法の 改良が 大切で ある こ とを確認 し

た 。
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